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１【新規上場申請のための四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
 2021年９月７日付をもって提出した新規上場申請のための四半期報告書の記載事項のうち、記載内容の一部を訂正す

るため、新規上場申請のための四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部 企業情報 …………………………………………………………………………………………………………  1頁 

第２ 事業の状況 ………………………………………………………………………………………………………  1

２ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 ……………………………  1

 

３【訂正箇所】
 訂正箇所は＿＿＿罫で示してあります。
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第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績に関する説明 

①セグメント別の状況 

糖尿病マネジメント 

＜売上収益の状況＞ 

  （訂正前） 

 新型コロナウイルス感染症の感染状況改善に伴い、血糖値測定システム（BGM）市場は、前期低調であった東欧や

アルジェリア、メキシコ、南アフリカ、トルコなどの新興国市場が牽引した結果、数量ベースで前期４～５月の２か

月間では、前年同期比7.5％の縮小から、当期４～５月の２か月間では前年同期比4.1％の拡大に転じました（IQVIA

データを基に当社にて算出）。しかしながら、先進国市場では持続血糖値測定器（CGM）やフラッシュグルコースモ

ニタリング（FGM）の普及によりBGM市場は減少が続いています。2019年度末には、新型コロナウイルス感染症拡大初

期におけるセンサの供給懸念からユーザーや流通経路において買いだめが進み、前年同期にその反動として在庫調整

の影響を受けた結果販売が低調でしたが、当第１四半期連結累計期間の売上は前年同期比9.4％増となりました。 

 米国の売上は、販売協業先の不振により、為替影響を除いて前年同期比16.9％減となりました。センサの販売数量

は前年同期比3.9％減、平均販売価格は18.4％減となりました。 

 ドイツの売上は前期末に流通経路の在庫が増加した影響を受け、為替影響を除いて前年同期比22.4％減となりまし

た。センサ販売数量は前年同期比20.9％減、平均販売価格は前年同期比1.1％減となりました。同国の保険制度は低

価格帯へとシフトしており、高価格機種のContour Nextの価格を維持する一方で、低価格機種のContour Nextを販売

しておりますが、Contour Nextは、新型コロナウイルス感染症拡大による影響を受けて他社製品からの切り替えが計

画通りに進みませんでした。 

 カナダの売上は、保険償還価格が低下したものの、為替の影響を除いて前年同期比1.4％増となりました。平均販

売価格は前年同期比5.9％減少しましたが、センサ販売数量が前年同期比8.3％増加しました。 

 先進国市場の縮小を相殺する形で、新興国におけるBGMの販売は伸長しています。特に、昨年度は新型コロナウイ

ルス感染症の影響により低調であったロシアでは為替影響を除くと前年同期比288.5％増、中国でも同36.3％増と、

販売が大きく伸びました。販売協業先の売上も大きく伸長し、為替の影響を除いて東欧58.2％増、中南米103.2％

増、中東6.0％、アフリカ102.4％増となりました。 

 また、当期から世界初の埋め込み型CGM製品Eversense（Senseonics社製）の独占販売を米国と欧州８か国にて開始

しました。米国での販売は計画を下回りましたが、欧州での販売が計画を上回り、全体として当期の販売計画を達成

しました。 

 迅速検体検査（POCT）や電動式成長ホルモン製剤注入器（グロウジェクターL）等のOEM販売は、販売が好調であっ

た前年同期に比べ、22.6％減となりました。 

 以上により、糖尿病マネジメントの売上収益は、26,259百万円（前年同期比9.4％増）となりました。 
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  （訂正後） 

 新型コロナウイルス感染症の感染状況改善に伴い、血糖値測定システム（BGM）市場は、前期低調であった東欧や

アルジェリア、メキシコ、南アフリカ、トルコなどの新興国市場が牽引した結果、数量ベースで前期４～５月の２か

月間では、前年同期比7.5％の縮小から、当期４～５月の２か月間では前年同期比4.1％の拡大に転じました（IQVIA

データを基に当社にて算出）。しかしながら、先進国市場では持続血糖値測定器（CGM）やフラッシュグルコースモ

ニタリング（FGM）の普及によりBGM市場は減少が続いています。2019年度末には、新型コロナウイルス感染症拡大初

期におけるセンサの供給懸念からユーザーや流通経路において買いだめが進み、前年同期にその反動として在庫調整

の影響を受けた結果販売が低調でしたが、当第１四半期連結累計期間の売上は前年同期比9.4％増となりました。 

 米国の売上は、販売協業先の不振により、為替影響を除いて前年同期比16.9％減となりました。センサの販売数量

は前年同期比3.9％減、平均販売価格は18.4％減となりました。 

 ドイツの売上は前期末に流通経路の在庫が増加した影響を受け、為替影響を除いて前年同期比22.4％減となりまし

た。センサ販売数量は前年同期比20.9％減、平均販売価格は前年同期比1.1％減となりました。同国の保険制度は低

価格帯へとシフトしており、高価格機種のContour Nextの価格を維持する一方で、低価格機種のContour Careを販売

しておりますが、Contour Careは、新型コロナウイルス感染症拡大による影響を受けて他社製品からの切り替えが計

画通りに進みませんでした。 

 カナダの売上は、保険償還価格が低下したものの、為替の影響を除いて前年同期比1.4％増となりました。平均販

売価格は前年同期比5.9％減少しましたが、センサ販売数量が前年同期比8.3％増加しました。 

 先進国市場の縮小を相殺する形で、新興国におけるBGMの販売は伸長しています。特に、昨年度は新型コロナウイ

ルス感染症の影響により低調であったロシアでは為替影響を除くと前年同期比288.5％増、中国でも同36.3％増と、

販売が大きく伸びました。販売協業先の売上も大きく伸長し、為替の影響を除いて東欧58.2％増、中南米103.2％

増、中東6.0％、アフリカ102.4％増となりました。 

 また、当期から世界初の埋め込み型CGM製品Eversense（Senseonics社製）の独占販売を米国と欧州８か国にて開始

しました。米国での販売は計画を下回りましたが、欧州での販売が計画を上回り、全体として当期の販売計画を達成

しました。 

 迅速検体検査（POCT）や電動式成長ホルモン製剤注入器（グロウジェクターL）等のOEM販売は、販売が好調であっ

た前年同期に比べ、22.6％減となりました。 

 以上により、糖尿病マネジメントの売上収益は、26,259百万円（前年同期比9.4％増）となりました。 
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